
放置竹林問題解決のための
大学地域連携活動の可能性

―大学生が結ぶ地域の輪―
帝京大学 乗川ゼミ

令和8(2026)年度 大学地域連携活動支援事業中間報告会
2026年10月15日

栃木県庁
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活動の概要と連携団体■１
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1-0 帝京大学 乗川ゼミ
テーマ：「地域活動への第一歩を踏み出そう」

地域活動(ボランティア、ソーシャルビジネス)の経験のない
大学生が、県内NPOの活動への参加を通じて、地域が抱える
様々な問題(少子高齢化・環境保全・コミュニケーションetc)を
理解し、その具体的な解決策を考え、提案する

ゼミにおける地域活動の位置付け
①地域活動を「サードプレイス」として位置付ける
②自らを「関係人口」と位置付けて地域活動を行う
③地域活動を「パラレルキャリア」の一つと位置付ける

ここ数年間「放置竹林問題」に取り組む
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1-1 活動の概要
「放置竹林問題解決のための大学地域連携活動の可能性：
大学生が結ぶ地域の輪」

大学生 大学

企業NPO等

行政

中山間地 大都市

大学生が中山間地(茂木町)と大都市(宇都宮市)の間を移動し、それぞれに所在する連携団体と

※2024年度以降3度目の採択

活
動
名

ともに放置竹林問題に関わる活動をすることで各地域を結ぶ「輪」としての役割を果たす 5



1-2 2026年度の活動内容

➋

➌

➍

➊

➎

➏

放置竹林で伐採した竹林を用いた物品の制作技術の習得

文献研究および地域団体への取材に基づく放置竹林問題
啓発のためのプレゼンテーション資料の準備

放置竹林問題啓発のためのワークショップの開催

竹ランタン点灯イベントの開催

地域団体による放置竹林整備活動への協力

成果報告の実施
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1-3 連携団体と連携内容
・たけのわ町田本郷（茂木町）

・NPO法人トチギ環境未来基地（益子町）

・道の駅うつのみやろまんちっく村（宇都宮市）

・茂木町農林課（茂木町）

→ 学生への技術指導、竹林の管理活用

→ 学生への技術指導、イベント会場の提供

→ 学生への技術指導、活動のコーディネート

→ 活動の後方支援
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活動の進捗状況■２
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2-1 放置竹林問題
放置竹林
・かつては竹材利用やたけのこ栽培のため管理されていたが

現在は管理されていない竹林
・1ha当たり1万本以上の竹が密生した状態

管理竹林（2,000~6,000本/ha）    放置竹林（10,000本以上/ha）
出典：林野庁HP 9



2-1 放置竹林が生じる理由
➊

➋

➌

生態的要因：竹特有の強い成長力と繁殖力
経済的要因：プラスチックとの代替、輸入たけのこ増

などによる経済的価値の減少

社会的要因：周辺地域の少子高齢化・過疎化による人員不足

竹からプラスチックへ
タケノコの生産量と輸入量の推移

出典：「竹の利活用推進に向けて」林野庁、2018年、P.5 10



2-1 放置竹林がもたらす悪影響
①生態系への影響

②周辺環境への影響

③地域社会への影響

・繁殖しすぎて他の生物の生育を妨げる

・管理されないため景観の悪化にもつながる

・浅い地下に根を張るため、土壌が弱体化し、
土砂災害の原因となる

・少人数で伐採に追われ、竹材の利用法もないため
住民の問題解決意欲が減退する
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2-1 茂木町の状況
・面積：172.69㎢
・人口：10,858人 ※2026年現在(茂木町HP)
・人口密度：62.9人/㎢（比較：宇都宮市 1226.2人）
・人口増減率：－11.5%（減少率県内第3位）
・高齢者(65歳以上)の割合：47.6%（県内第1位）
・生産人口（15~64歳）の割合：45.6%（県内ワースト1位）
・子供人口（15歳以下）の割合：6.8%（県内ワースト2位）

出典：「令和7年国勢調査人口等基本集計結果(各定数) 栃木県の概要」

・栃木県内で最も少子高齢化・過疎化が進んだ地域の一つ
・竹林整備に従事する定住人口の不足

「社会的要因」による放置竹林の拡大・竹害の深刻化
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2-2 活動内容の詳細

➋

➌

➍

➊

➎

➏

放置竹林で伐採した竹林を用いた物品の制作技術の習得

文献研究および地域団体への取材に基づく放置竹林問題
啓発のためのプレゼンテーション資料の準備

放置竹林問題啓発のためのワークショップの開催

竹ランタン点灯イベントの開催

地域団体による放置竹林整備活動への協力

成果報告の実施

以下予定
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2-2 ①地域団体における放置竹林整備活動への協力

(1) トチギ環境未来基地・たけのわ町田本郷による
   竹林整備活動への協力（5月30日）

・活動場所：茂木町 町田本郷地区 たけのわ竹林
・作業内容：竹の間伐、焼却
・参加者：乗川ゼミ生30名（2年生15名＋1年生15名）

参加してわかったこと

①現場までのアクセスが困難
②伐採には多大な労力と技術が必要

③若者の協力が必要
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活動の様子宇都宮駅から貸切バスで茂木へ→現場まで歩く

竹の伐採 運搬作業 休憩時間に竹馬体験

未
来
基
地
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
レ
ク
チ
ャ
ー
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2-2 ②文献研究、地域団体への取材

1．竹林整備活動参加後の授業(6月)において、竹の生態、
  利用方法等について調べ、スライド資料を作成
→高校生対象の学内イベントにて発表

「進路選択と探求学習に関するインターンシップ」(7月8日・帝京大学)

2．放置竹林問題をわかりやすく説明するためのシートを作成
→ワークショップ等で利用

※地域団体への取材・インタビューは未実施
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17

１．ゼミ生作成の
スライド(抜粋)
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2．ワークショップ参加者に放置竹林問題について説明するためのシート



2-2 ③竹材物品の制作技術の習得

竹ランタン（竹灯籠）  

①のこぎりで竹材を切断し、ハンマーとナタでスリットを入れる
②養生テープで竹に型紙を張り付ける
③ドリルで穴をあける

制作方法

ゼミ生：作り方を覚えるだけでなく、教えられるように練習（6月～）
→茂木の放置竹林で伐採した竹材を使用
→型紙も自作（著作権に配慮）：パソコンまたはゴム印を使用

※

※ 2025年度は持ち帰りを希望する人が多かったため
 今年度は経年によるひび割れを防ぐ作り方に変更

19



20



竹ランタン
完成品
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2-2 ④ワークショップの開催

目
的

➊ 放置竹理の問題の啓発
❷ 茂木町の放置竹林で伐採した竹材の利用
❸ モノづくりと会話を通じたコミュニケーション機会

（＝楽しい空間）の提供

目
的

日
程

①「進路選択と探求学習に関するインターンシップ」(学内イベント 7月8日)
②  帝京大学オープンキャンパス(学内イベント 6月7日、7月19日、8月22日)
③「エンジョイカガク」(学内イベント 8月22日)

以下予定

④  帝京大学学園祭（学内イベント 10月31日～11月1日）
⑤  道の駅ろまんちっく村（学外イベント 日程未定）
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2-2 ④ワークショップの開催
① 「進路選択と探求学習に関するインターンシップ」(7月8日)
・実施場所：帝京大学 宇都宮キャンパス

・  受講者 ：県内の高校生（20名）

・タイトル：

・内容：ゼミ生による発表＋ワークショップ

「竹クラフト体験を通じて考える地域課題」

→ ゼミ生15名で対応

放置竹林問題に関するプレゼン、
ディスカッション、竹ランタン制作・展示
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ゼ
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2-2 ④ワークショップの開催

② 帝京大学オープンキャンパス（3回）

・開催日：6月7日、7月19日、8月22日

・参加人数：各回とも20名程度
（受験生及び保護者）

・内容：ゼミ生によるゼミ活動の説明、
竹ランタン制作・展示
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2-2 ④ワークショップの開催
① 「エンジョイカガク」（子ども向け科学イベント）

・実施場所：帝京大学 宇都宮キャンパス
・参加者：10名(同伴者除く)

・開催日：8月22日(土)

・内容：子ども向けのプログラムを準備し、対応
(保護者との協力による体験を想定)

竹クイズ、竹楽器の演奏
竹ランタンの制作・展示

：小学生以下の児童(未就学児含む)
→保護者同伴
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巨大ギロ

巨大スリットドラム

クロンプット（を模したもの)制
作
楽
器

※クロンプット
→ベトナムの民族楽器
→穴の前で手を叩き、

風圧で音を出す
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2-2 ワークショップを経験してわかったこと
➊ 放置竹林問題の啓発は未だ不十分
・放置竹林の説明から入ると来場者に敬遠されてしまう
・制作から入ると放置竹林について説明するタイミングがなくなる(忘れる)

❷ 来場者に楽しんでいただくことができた
・制作作業の過程でゼミ生と来場者の会話(雑談)が弾んだ
・暗室でのランタン点灯が好評だった
・子ども向けの竹楽器演奏企画は親子共々喜んでいただけた

➌ ゼミ生自身も楽しめた
・自分がやりたいこと(特技など)を実現できていた
・主体的かつ自律的に行動できていた（教員の評価）
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今後の課題と予定■３
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3-1 今後の課題（改善策）
①「集客」のための工夫
・看板・ポスター等の制作・掲示
・接客態度の改善

立ち寄りたくなる雰囲気
づくりに努める

② 「放置竹林問題」の啓発
・「堅苦しくない伝え方」

「わかりやすい伝え方」の追求
カードの作成・配布

③ 活動成果の「見える化」
・来場者へのアンケートを実施

放置竹林問題に関する
新しいニーズの発掘も
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3-2 今後の予定
① ワークショップ

・10月31日・11月1日：帝京大学 学園祭
→ 若者＆近所の子ども向け

・11月22日：道の駅うつのみやろまんちっく村
→ 親子連れ＆中高年向け

② 成果報告

・12月19日：帝京大学経済学部地域経済学科ゼミ合同発表会
・12月5日：現地報告会（茂木町）
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ご清聴
ありがとうございました
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